
(57)【要約】
【課題】　　　　　　成人病疾患を持つ人々を対象に一定期間バナジウムイオン水の飲用
による効果を検証し、これらの治験結果に基づいて、成人病疾患に対する信頼できるバナ
ジウムイオン水の用途を提供する。
【解決手段】　　　　バナジウムイオン（Ｖ５ ＋ ）を少なくとも８０μｇ／Ｌの濃度で含
有する水溶液の形態にあり、哺乳動物における高血圧の予防又は治療に用いる高血圧改善
剤若しくは高中性脂肪血症改善剤であるか、又は高中性脂肪血症の被験者における糖尿病
の予防又は治療に用いる血糖降下剤を提供する。
【選択図】　　　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン （ Ｖ ５ ＋ ） を 少 な く と も ８ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 有 す る 水 溶 液 の 形 態
に あ り 、 哺 乳 動 物 に お け る 高 血 圧 の 予 防 又 は 治 療 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 高 血 圧 改 善 剤
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン が １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 高 血 圧 改 善 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 一 日 当 た り の バ ナ ジ ウ ム イ オ ン の 摂 取 量 が 少 な く と も ８ ０ μ ｇ で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 高 血 圧 改 善 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
　 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン を 少 な く と も ８ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 有 す る 水 溶 液 の 形 態 に あ る こ と
を 特 徴 と す る 高 中 性 脂 肪 血 症 改 善 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン が １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の 高 中 性 脂 肪 血 症 改 善 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
　 一 日 当 た り の バ ナ ジ ウ ム イ オ ン の 摂 取 量 が 少 な く と も ８ ０ μ ｇ で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 高 中 性 脂 肪 血 症 改 善 剤 。
【 請 求 項 ７ 】
　 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン を 少 な く と も ８ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 有 す る 水 溶 液 の 形 態 に あ り 、 高
中 性 脂 肪 血 症 の 被 験 者 に お け る 糖 尿 病 の 予 防 又 は 治 療 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 血 糖 降 下
剤 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン が １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ７ に 記 載 の 血 糖 降 下 剤 。
【 請 求 項 ９ 】
　 一 日 当 た り の バ ナ ジ ウ ム イ オ ン の 摂 取 量 が 少 な く と も ８ ０ μ ｇ で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ７ 又 は ８ に 記 載 の 血 糖 降 下 剤 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 高 血 圧 改 善 剤 、 請 求 項 ４ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の
高 中 性 脂 肪 血 症 改 善 剤 、 又 は 請 求 項 ７ ～ ９ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 血 糖 降 下 剤 か ら な る こ と
を 特 徴 と す る 健 康 飲 料 水 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン を 少 な く と も ８ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 有 す る 健 康 飲 料 水 を 、 高 中 性 脂
肪 血 症 の 糖 尿 病 患 者 に 摂 取 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 糖 尿 病 の 予 防 又 は 治 療 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 含 有 健 康 飲 料 水 を 用 い る 成 人 病 の 予 防 又 は 治 療 方 法 に 関 し
、 よ り 詳 し く は 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン （ Ｖ ５ ＋ ） を 少 な く と も ８ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 有 す
る 飲 料 水 を 高 血 圧 及 び ／ 又 は 高 中 性 脂 肪 血 症 の 患 者 に 摂 取 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 高 血 圧
及 び ／ 又 は 糖 尿 病 の 予 防 又 は 治 療 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 富 士 山 麓 の 相 模 川 水 系 か ら 湧 出 す る バ ナ ジ ウ ム 水 （ ５ ０ ～ １ ３ ０ μ ｇ ／ Ｌ の バ ナ ジ ウ ム
含 有 ） に は 以 下 の よ う な 多 岐 に 亘 る 生 理 活 性 が あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 数 年 前 よ り 高 額
な ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー と し て 市 販 さ れ 、 成 人 病 疾 患 を 持 っ て い る 人 々 か ら 支 持 さ れ 飲 用 さ
れ て い る 。 し か し 、 血 糖 値 が 劇 的 に 下 が る 抗 糖 尿 病 作 用 （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 及 び ２ 参
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照 。 ） に 目 を 奪 わ れ 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 は イ ン ス リ ン 様 物 質 と い う 固 定 観 念 に 縛 ら れ て
今 迄 学 術 的 な 解 明 に つ い て の ア プ ロ ー チ は 殆 ど な さ れ て い な い 。 中 性 脂 肪 の 低 下 、 発 汗 発
熱 の 促 進 、 運 動 生 理 活 性 の 向 上 な ど は 基 本 的 に イ ン ス リ ン 拮 抗 物 質 の 作 用 に よ っ て 起 こ る
現 象 で あ り 、 イ ン ス リ ン 様 物 質 と い う 説 明 で は バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 効 能 全 般 を 理 論 化 で
き な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ま で に 確 認 さ れ て い る バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 生 理 活 性 は 次 の と お り で あ る 。
　 臨 床 的 効 果 と し て 血 糖 値 を 下 げ 糖 尿 病 を 改 善 す る 。 ま た 、 中 性 脂 肪 を 下 げ 高 中 性 脂 肪 血
症 を 改 善 す る 。 ３ 年 間 程 の 継 続 飲 用 で 、 重 度 の 糖 尿 病 （ Ｈ ｂ Ａ １ Ｃ ＝ １ ０ ． ５ ％ ） 、 高 中
性 脂 肪 血 症 （ 中 性 脂 肪 ＝ ３ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｄ ｌ ） 及 び 肥 満 （ 体 重 ７ ８ ｋ ｇ ） が 完 全 に
改 善 し た 例 も あ る （ Ｈ ｂ Ａ １ Ｃ ＝ ６ ． ０ ％ 、 中 性 脂 肪 ＝ ７ ０ ～ １ ５ ０ ｍ ｇ ／ ｄ ｌ 、 体 重 ＝
６ ６ ｋ ｇ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の 他 、 尿 酸 値 を 下 げ 通 風 を 改 善 す る こ と 、 冷 え 性 を 改 善 す る こ と 、 発 汗 を 促 進 し 、 利
尿 効 果 に よ り 浮 腫 を 改 善 す る こ と 、 及 び 便 秘 症 を 改 善 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 な お 、 こ
の バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 が 湧 出 し て い る 富 士 山 麓 の 相 模 川 水 系 の 人 々 、 な か で も 高 濃 度 の バ
ナ ジ ウ ム 水 が 湧 出 し て い る 忍 野 村 は 長 寿 村 と し て 知 ら れ 、 山 梨 県 の 他 の 水 系 の 人 々 よ り 老
衰 死 が ４ ０ ％ ほ ど 多 い と 報 じ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 Sakurai H. et al. Expert Opin Investig Drugs, Vol. 12, pp.1189-1
203, 2003
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Cusi K. et al. J Clin Endocrinol Metab, Vol. 86, pp.1410-1417, 2
001
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 生 理 活 性 を 裏 付 け る も の と し て は 、 い く つ か の 断
片 的 な 臨 床 結 果 と 、 営 業 上 得 ら れ る 様 々 な 報 告 と 地 元 で の 風 評 で あ り 、 理 論 化 す る の に 不
十 分 で あ っ た 。 そ こ で 、 本 発 明 は 成 人 病 疾 患 を 持 つ 人 々 を 対 象 に 一 定 期 間 バ ナ ジ ウ ム イ オ
ン 水 の 飲 用 に よ る 効 果 を 検 証 し 、 こ れ ら の 治 験 結 果 に 基 づ い て 、 成 人 病 疾 患 に 対 す る 信 頼
で き る バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 用 途 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 複 数 の 成 人 病 疾 患 を 持 つ 人 々 を 対 象 に ３ ～ ６ ヶ 月 間 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 飲 用 に よ る 効
果 を 生 化 学 的 な デ ー タ に 基 づ い て 検 証 し た 結 果 、 従 来 か ら 予 想 さ れ て い た 生 理 活 性 の 確 認
の ほ か に 、 い く つ か の 新 た な 知 見 が 得 ら れ た 。 本 発 明 は 、 こ れ ら の 新 た な 知 見 に 基 づ い て
な さ れ た も の で あ っ て 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 成 人 病 疾 患 に 対 す る 新 た な 用 途 と 処 方 を 提
供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 １ つ の 側 面 で は 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 効 果 と し て こ れ ま で 知 ら れ て い な い
高 血 圧 の 改 善 作 用 に 関 す る も の で あ り 、 本 発 明 の 高 血 圧 改 善 剤 は 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン （ Ｖ
５ ＋ ） を 少 な く と も ８ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 有 す る 水 溶 液 の 形 態 に あ り 、 哺 乳 動 物 に お け
る 高 血 圧 の 予 防 又 は 治 療 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 他 の 側 面 に お い て 、 本 発 明 は 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン を 少 な く と も ８ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含
有 す る 水 溶 液 の 形 態 に あ る こ と を 特 徴 と す る 高 中 性 脂 肪 血 症 改 善 剤 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 他 の １ つ の 側 面 に お い て 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 抗 糖 尿 病 作 用 を
さ ら に 詳 細 に 解 析 し た 結 果 得 ら れ た 知 見 に 基 づ く も の で あ っ て 、 本 発 明 の 血 糖 降 下 剤 は 、
バ ナ ジ ウ ム イ オ ン を 少 な く と も ８ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 有 す る 水 溶 液 の 形 態 に あ り 、 高 中
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性 脂 肪 血 症 の 被 験 者 に お け る 糖 尿 病 の 予 防 又 は 治 療 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ ら の 用 途 に 用 い ら れ る バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 は 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン が １ ０ ０ ～ ３ ０ ０
μ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で 含 ま れ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 好 ま し く は 、 一 日 当 た り の バ ナ ジ ウ ム
イ オ ン の 摂 取 量 が 少 な く と も ８ ０ μ ｇ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 異 な る 側 面 に お い て 、 上 記 高 血 圧 改 善 剤 、 高 中 性 脂 肪 血 症 改 善 剤 又 は 血 糖 降 下 剤 か ら な
る こ と を 特 徴 と す る 健 康 飲 料 水 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の さ ら に 異 な る 側 面 に お い て 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン を 少 な く と も ８ ０ μ ｇ ／ Ｌ の 濃
度 で 含 有 す る 健 康 飲 料 水 を 、 高 中 性 脂 肪 血 症 の 糖 尿 病 患 者 に 摂 取 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
糖 尿 病 の 予 防 又 は 治 療 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 効 果 は 、 本 発 明 者 ら が 提 唱 し て き た バ ナ ジ ウ ム イ オ ン （ Ｖ ５ ＋ ） の 生 理 活 性 に
関 す る 仮 説 、 す な わ ち 、 Ｎ ａ ＋ － Ｋ ＋ Ａ Ｔ Ｐ ア ー ゼ が 失 活 す る こ と か ら 始 ま り 、 電 位 依 存
性 Ｃ ａ ２ ＋ チ ャ ネ ル の 開 口 を 経 て 小 胞 体 の Ｃ ａ ２ ＋ オ シ レ ー シ ョ ン と ミ ト コ ン ド リ ア Ｃ ａ
２ ＋ 濃 度 の 上 昇 に よ っ て 矛 盾 な く 説 明 で き る と す る 仮 説 に 、 基 本 的 に 矛 盾 す る も の で は な
い 。 複 数 の 成 人 病 疾 患 が 全 て 改 善 す る 場 合 、 全 く 改 善 し な い 場 合 、 血 圧 と 中 性 脂 肪 だ け が
改 善 す る 場 合 等 、 個 人 差 に よ っ て 著 し い 差 異 が 生 じ た 理 由 は 、 上 記 基 本 的 な 作 用 機 序 の 他
に 、 遺 伝 子 の 多 型 に よ っ て 影 響 を 受 け る サ ブ シ ス テ ム が 幾 重 に も 存 在 し て 代 謝 に 関 わ っ て
い る こ と が 予 想 さ れ る 。 本 発 明 に よ り 得 ら れ た 様 々 な 知 見 は ま た 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン の 生
理 活 性 研 究 の 基 盤 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 に お い て 、 生 化 学 、 金 属 化 学 、 臨 床 医 学 お よ び 環 境 科 学 等 の 一 般 的 方 法 及
び 従 来 技 術 に つ い て 、 実 施 者 は 、 特 に 示 さ れ な け れ ば 、 当 該 分 野 の 標 準 的 な 参 考 書 籍 を 参
照 し 得 る 。 こ れ ら に は 、 例 え ば 、 改 訂 「 最 新 元 素 知 識 」 近 角 聰 ら 著 、 東 京 書 籍 ； 「 環 境 汚
染 物 質 の 生 体 へ の 影 響 ２ 、 ク ロ ム ・ バ ナ ジ ウ ム 」 NATIONAL RESERCH COUNCIL編 、 木 村 正 巳
・ 小 野 哲 ・ 和 田 攻 訳 ； 「 カ ル シ ウ ム イ オ ン と シ グ ナ ル 伝 達 」 御 子 柴 克 彦 ら 編 、 共 立 出 版 ２
０ ０ ０ 年 ； 「 イ オ ン の 水 和 」 大 瀧 仁 志 著 、 １ ９ ９ ０ 年 ； 「 内 皮 由 来 循 環 調 節 ホ ル モ ン に よ
る 血 圧 調 節 」 竹 田 亮 他 、 最 新 医 学 ２ ０ ０ ４ 年 １ ０ 月 ； 「 ド パ ミ ン 受 容 体 」 真 田 寛 啓 他 、 最
新 医 学 ２ ０ ０ ４ 年 １ ０ 月 ； 「 カ テ コ ー ル ア ミ ン 受 容 体 」 加 藤 規 弘 、 最 新 医 学 ２ ０ ０ ４ 年 １
０ 月 ； 「 カ ル シ ウ ム チ ャ ネ ル 」 村 上 学 他 、 最 新 医 学 ２ ０ ０ ４ 年 １ ０ 月 ； 「 交 感 神 経 の 関 与
」 高 橋 伯 夫 、 最 新 医 学 ２ ０ ０ ４ 年 １ ０ 月 ； 「 バ ナ ジ ウ ム 」 桜 井 弘 、 日 本 臨 床 ２ ０ ０ ４ 年 １
２ 月 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 本 発 明 の 高 血 圧 及 び 高 中 性 脂 肪 血 症 改 善 剤 並 び に 血 糖 降 下 剤 ）
　 本 発 明 の 高 血 圧 及 び 高 中 性 脂 肪 血 症 改 善 剤 並 び に 血 糖 降 下 剤 （ 以 下 、 「 本 発 明 の 改 善 剤
」 と い う 。 ） は 、 ５ 価 の バ ナ ジ ウ ム イ オ ン （ Ｖ ５ ＋ ） を 少 な く と も ８ ０ μ ｇ ／ Ｌ 含 有 す る
飲 料 水 で あ れ ば よ く 、 種 々 の 方 法 に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 富 士 山 の 伏 流 水
か ら 採 取 す る こ と が 好 ま し い 。 冨 士 山 麓 の 地 殻 （ 玄 武 岩 中 ） に は 、 高 濃 度 の バ ナ ジ ウ ム （
Ｖ ５ ＋ ） が 確 認 さ れ て お り 、 こ の 玄 武 岩 層 を １ ５ ０ ｍ に 渡 り 、 幾 重 に も 重 な る バ サ ル ト 層
を 通 り 抜 け る 雨 水 等 に は 、 岩 中 に 含 ま れ る バ ナ ジ ウ ム な ど の ミ ネ ラ ル が 多 く 吸 収 さ れ て い
る 。 こ の よ う な 富 士 山 麓 の 地 下 数 １ ０ ０ ｍ か ら 湧 水 す る 天 然 水 は 、 同 時 に 弱 ア ル カ リ 性 で
あ り 、 ま た 水 の 分 子 が 非 常 に 小 さ く 含 有 成 分 の 体 内 吸 収 率 が 高 く 、 飲 み 心 地 が 非 常 に 良 い
た め 、 毎 日 継 続 し て 飲 用 す る の に 適 し て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン は 水 溶 液 中 に お い て 広 い 範 囲 の 酸 化 数 （ ＋ ２ か ら ＋ ７ ） を と り 得 、 生
成 す る 化 学 種 は 極 め て 変 化 に 富 ん だ 性 質 を 示 す 。 本 発 明 の 改 善 剤 は 、 含 有 す る バ ナ ジ ウ ム
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イ オ ン の 酸 化 状 態 が 重 要 で あ る の み な ら ず 、 溶 液 の ｐ Ｈ も 、 ど ん な 化 学 種 （ 例 え ば 、 陽 イ
オ ン 種 、 陰 イ オ ン 種 、 縮 合 し た 化 学 種 あ る い は 不 溶 性 水 酸 化 物 等 ） が 生 成 す る か に 大 き な
影 響 を 与 え る 。 従 っ て 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン が 水 溶 液 中 で ど の よ う な 形 態 で 存 在 す る か は 極
め て 重 要 で あ る 。 本 発 明 の 改 善 剤 に お い て は 、 ５ 価 の バ ナ ジ ウ ム イ オ ン （ Ｖ ５ ＋ ） を 含 有
す る こ と が 重 要 で あ り 、 水 溶 液 中 で は Ｖ Ｏ ２

＋ 又 は Ｖ Ｏ ４
３ － の 水 和 イ オ ン の 形 態 で 存 在

す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 水 溶 液 中 の 各 種 金 属 イ オ ン （ バ ナ ジ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム 、 マ グ ネ
シ ウ ム 等 ） の 濃 度 は 、 当 業 者 に 公 知 の 一 般 飲 料 水 の 水 質 試 験 方 法 に よ り 測 定 す る こ と が で
き る 。 こ れ ら の 測 定 は 、 本 発 明 の 改 善 剤 そ の も の （ 原 液 ） を 用 い て 測 定 す る こ と も で き る
が 、 こ れ を 一 定 量 ま で 濃 縮 し た も の を 用 い て 測 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 改 善 剤 は 、 ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー や そ の 他 の 飲 料 水 の 一 般 的 な 製 造 方 法 に 従 っ て
製 造 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 冨 士 箱 根 国 立 公 園 内 の 地 下 １ ５ ０ ｍ よ り 汲 み 上 げ た 源 水
を タ ン ク に 充 填 し 、 所 望 に よ り 真 空 濃 縮 機 で 濃 縮 す る 。 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン の 濃 度 を 調 整 す
る た め に 必 要 な 場 合 に は 源 水 と 濃 縮 水 を 適 切 な 比 率 で 混 合 タ ン ク に て 混 合 し 、 フ ィ ル タ ー
濾 過 に よ り 不 純 物 を 除 去 す る 。 続 い て 、 殺 菌 機 に て １ ２ ５ ℃ で 殺 菌 し 、 充 填 用 ミ ラ ー ボ ー
ル に て 充 填 し 、 キ ャ ッ プ 、 洗 浄 、 ラ ベ ル 、 印 字 等 を 行 っ て 所 定 の 箱 詰 め を 行 う 。 こ の よ う
な ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー は 、 例 え ば 、 株 式 会 社 ソ ー ケ ン か ら 「 冨 士 バ ナ ジ ウ ム 明 光 水 」 と し
て 市 販 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 本 発 明 の 改 善 剤 の 作 用 効 果 ）
　 上 記 の よ う な 多 岐 に 亘 る 一 連 の バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 生 理 活 性 を 、 殆 ど 矛 盾 な く 説 明 で
き る 「 一 つ の 仮 説 」 が い く つ か の 治 験 結 果 を 整 理 、 組 み 立 て な お す こ と で 完 成 し た 。 こ の
仮 説 を 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 に よ る 一
連 の 作 用 機 序 （ 仮 説 ） を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ １ ） 作 用 発 現 の 端 緒 （ Ｉ 、 Ｉ Ｉ 、 Ｉ Ｉ Ｉ ）
　 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 を 通 じ て Ｖ ５ ＋ イ オ ン を ６ ０ ～ ８ ０ μ ｇ ／ 日 以 上 継 続 し て １ ～ ３ ヶ
月 摂 取 す る と 、 Ｎ ａ ＋ － Ｋ ＋ Ａ Ｔ Ｐ ア ー ゼ の 活 性 阻 害 が 起 こ り 、 そ れ か ら 波 及 す る 一 連 の
作 用 機 序 に よ っ て 、 個 体 差 は あ る が 概 ね 様 々 な 生 理 活 性 が 発 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ ２ ） 利 尿 効 果 と 血 圧 降 下 （ Ｉ Ｖ ）
　 Ｎ ａ ＋ － Ｋ ＋ Ａ Ｔ Ｐ ア ー ゼ の 活 性 阻 害 に よ っ て 、 腎 ネ フ ロ ン 遠 位 尿 細 管 及 び ヘ レ ン ル ー
プ 上 行 脚 上 皮 で の 再 Ｎ ａ ＋ 吸 収 が 抑 制 さ れ る こ と か ら 、 血 圧 降 下 剤 チ ア ジ ド 系 利 尿 薬 及 び
ル ー プ 系 利 尿 薬 と 同 様 に 利 尿 効 果 と 同 時 に 血 圧 降 下 を も た ら す と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ３ ） 細 胞 膜 に お け る イ オ ン チ ャ ネ ル の 働 き （ Ｉ Ｖ 、 Ｖ 、 Ｖ Ｉ ）
　 Ｎ ａ ＋ － Ｋ ＋ Ａ Ｔ Ｐ ア ー ゼ の 活 性 阻 害 に よ り 、 Ｎ ａ ＋ 濃 度 が 高 い 細 胞 外 液 （ 内 外 の 濃 度
差 は 十 数 倍 ） か ら 細 胞 内 へ 流 入 し 、 細 胞 内 の Ｎ ａ ＋ 濃 度 が 増 加 す る 。 そ の 結 果 、 細 胞 膜 電
位 が 脱 分 極 化 を 起 こ し 、 膜 電 位 依 存 性 Ｃ ａ ２ ＋ チ ャ ネ ル が 働 き 、 Ｎ ａ ＋ － Ｃ ａ ２ ＋ 対 抗 輸
送 系 が 促 進 さ れ 、 細 胞 内 か ら Ｎ ａ ＋ が 汲 み 出 さ れ て Ｃ ａ ２ ＋ イ オ ン が 組 み 入 れ ら れ る （ 細
胞 内 液 の Ｃ ａ ２ ＋ 濃 度 は １ ０ ０ ｎ Ｍ 、 細 胞 外 液 の 濃 度 は １ ｍ Ｍ 、 内 外 の 濃 度 差 は 約 数 千 ～
１ 万 倍 ） 。 サ イ ト ゾ ル の Ｃ ａ ２ ＋ が 増 加 す る と 、 細 胞 内 オ ル ガ ネ ラ の 小 胞 体 が 過 剰 に な っ
た Ｃ ａ ２ ＋ を 汲 み 入 れ る （ 小 胞 体 の Ｃ ａ ２ ＋ 濃 度 は 細 胞 外 液 と 同 じ 程 度 の 濃 度 に な る ） 。
細 胞 内 へ の Ｃ ａ ２ ＋ の 流 入 が 多 い 場 合 は 、 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム と し て 貯 蔵 す る ） 。 そ れ ら に
よ っ て サ イ ト ゾ ル の Ｃ ａ ２ ＋ 濃 度 は １ ０ － ７ Ｍ 以 下 に 低 下 し 、 膜 電 位 は 分 極 し Ｃ ａ ２ ＋ チ
ャ ネ ル は 閉 口 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ４ ） 小 胞 体 の オ シ レ ー シ ョ ン （ Ｉ Ｉ Ｖ 、 Ｉ Ｉ Ｉ Ｖ 、 Ｉ Ｘ ）
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　 小 胞 体 の Ｃ ａ ２ ＋ 濃 度 が あ る レ ベ ル 以 上 に な る と 、 刺 激 に よ り 小 胞 体 か ら Ｃ ａ ２ ＋ オ シ
レ ー シ ョ ン （ 律 動 的 放 出 ） が お こ り 、 そ れ に よ っ て 筋 収 縮 、 神 経 伝 達 物 質 の 放 出 、 グ リ コ
ー ゲ ン の 分 解 等 を 促 進 す る 。 そ の な か で 、 膵 β 細 胞 の 小 胞 体 の Ｃ ａ ２ ＋ オ シ レ ー シ ョ ン に
よ っ て 、 そ れ に 同 調 し て イ ン ス リ ン 分 泌 が 促 進 さ れ る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の 点 に 関 し
て は 、 糖 尿 病 治 療 薬 で あ る イ ン ス リ ン 分 泌 を 促 進 す る ス ル ホ ニ ル 尿 素 系 薬 剤 と 同 様 の 作 用
を 発 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｖ ５ ＋ の 生 理 活 性 の 中 核 を な す も の と し て 骨 格 筋 や 心 筋 の 小 胞 体 で の Ｃ ａ ２ ＋ オ シ レ ー
シ ョ ン が 重 要 で あ る 。 こ の 筋 小 胞 体 は 特 に 発 達 し て お り 、 形 も 大 き く Ｃ ａ ２ ＋ 濃 度 が あ る
程 度 ま で 上 昇 す る と 、 そ れ が 引 き 金 に な っ て Ｃ ａ ２ ＋ が 放 出 さ れ る Ｃ ａ ２ ＋ 誘 発 Ｃ ａ ２ ＋

放 出 （ Ｃ Ｉ Ｃ Ｒ ： calcium induced calcium release)と い う 機 構 が あ る 。 こ の 筋 小 胞 体 か
ら の オ シ レ ー シ ョ ン に よ り 筋 の 収 縮 と 弛 緩 が 間 歇 的 に 起 こ り 、 運 動 と 同 様 な 血 圧 降 下 を 誘
導 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ５ ） 筋 小 胞 体 オ シ レ ー シ ョ ン に よ る 生 理 活 性 物 質 の 発 現 （ Ｉ Ｘ ）
　 筋 小 胞 体 オ シ レ ー シ ョ ン に よ っ て ア ド レ ナ リ ン の 作 用 発 現 に よ っ て ア デ ニ ル 酸 シ ク ラ ー
ゼ の 活 性 化 を 通 じ て ｃ Ａ Ｍ Ｐ 濃 度 を 上 昇 さ せ る 。 こ の セ カ ン ド メ セ ン ジ ャ ー ｃ Ａ Ｍ Ｐ 濃 度
の 上 昇 か ら 始 ま る 一 連 の 作 用 （ 図 １ の Ｉ Ｘ 参 照 ） に よ り 、 糖 ・ 脂 質 代 謝 が 促 進 さ れ る 結 果
、 中 性 脂 肪 が 低 下 し て 高 中 性 脂 肪 血 症 が 改 善 さ れ る と 共 に 血 圧 も 降 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ６ ） 褐 色 脂 肪 細 胞 に お け る 産 熱 促 進 （ Ｘ ）
　 サ イ ト ゾ ル へ Ｃ ａ ２ ＋ が 流 入 し 、 ミ ト コ ン ド リ ア 内 の マ ト リ ク ス の Ｃ ａ ２ ＋ 濃 度 が 上 昇
す る 。 こ れ に よ り ク エ ン 酸 サ イ ク ル の 諸 酵 素 が 活 性 化 さ れ 、 Ｎ Ａ Ｄ Ｈ 濃 度 も 上 が り 酸 化 的
リ ン 酸 化 で Ａ Ｔ Ｐ が 増 産 さ れ 、 エ ネ ル ギ ー 代 謝 を 促 進 し 運 動 活 力 な ど も 増 強 さ れ る 。 褐 色
脂 肪 組 織 は 、 腋 か 、 項 部 、 後 頚 部 、 大 動 脈 周 囲 、 脂 肪 組 織 内 部 に 存 在 し 、 ヒ ト で は 体 重 の
２ ～ ５ ％ を 占 め て い る （ 新 生 児 で 多 い ） 。 こ の Ｂ Ａ Ｔ と 呼 ば れ る 特 殊 な 脂 肪 細 胞 で は Ａ Ｔ
Ｐ 脱 共 役 酵 素 （ uncoupling protein (UCP1))が あ る 為 、 エ ネ ル ギ ー は 殆 ど Ａ Ｔ Ｐ で は な く
熱 と し て 産 生 さ れ る 。 生 体 は こ の 機 構 に よ っ て 外 気 温 の 変 化 の な か で 体 温 を 非 常 に 狭 い 一
定 範 囲 に 保 つ こ と が で き る 。 そ し て こ の Ｕ Ｃ Ｐ Ｉ の 活 性 は ミ ト コ ン ド リ ア 内 Ｃ ａ ２ ＋ 濃 度
依 存 性 で あ り 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 飲 用 に よ る 発 熱 、 発 汗 の 促 進 と 冷 え 性 の 改 善 が 説 明
さ れ る 。 こ の Ｂ Ａ Ｔ の 代 謝 活 性 は 白 色 脂 肪 組 織 (white adipose tissue, WAT)に 比 べ て 約
１ ０ 倍 高 く 、 Ｂ Ａ Ｔ で の 産 熱 は エ ネ ル ギ ー 消 費 の 点 で 重 要 な フ ァ ク タ ー に な っ て お り 、 糖
尿 病 ・ 高 脂 血 症 ・ 高 血 圧 な ど の 生 活 習 慣 病 と の か か わ り を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 毒 性 に つ い て の 考 察 ）
　 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 安 全 性 に つ い て は 、 バ ナ ジ ウ ム イ オ ン 水 の 摂 水 地 で あ る 富 士 吉 田
市 を 中 心 と し た １ ０ 数 万 人 の 住 民 の 生 活 用 水 で あ り 、 全 く 風 土 病 も な く 長 寿 の 地 域 で あ る
こ と か ら 保 証 さ れ て い る 。 摂 取 量 も 食 物 か ら の 摂 取 も 加 わ る こ と か ら 単 な る 飲 料 水 か ら の
摂 取 量 を 大 き く 上 回 っ て い る と 考 え ら れ る 。 し か し 、 必 須 金 属 に つ い て も す べ て 過 剰 摂 取
に よ る 毒 性 ゾ ー ン が あ る の で そ の 点 か ら 以 下 考 察 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ １ ） 五 酸 化 バ ナ ジ ウ ム は 、 酸 化 反 応 を お こ し た 後 塩 化 バ ナ ジ ル や 硫 酸 バ ナ ジ ル な ど の 塩
と な っ て 体 外 へ 排 出 さ れ る 。 バ ナ ジ ウ ム 塩 は 可 溶 性 の 型 で 摂 取 し た 場 合 で さ え 投 与 量 の １
％ 程 度 が 吸 収 さ れ る に 過 ぎ な い 。 吸 収 さ れ た バ ナ ジ ウ ム は 急 速 に 排 泄 さ れ 、 吸 収 量 の ６ ０
％ は ２ ４ 時 間 以 内 に 尿 中 へ 排 泄 さ れ る 。 吸 収 率 が 低 く 比 較 的 排 泄 が 早 い た め 、 こ の よ う な
特 色 を 持 た な い ク ロ ム 、 マ ン ガ ン 、 鉄 、 コ バ ル ト 、 ニ ッ ケ ル 、 亜 鉛 な ど の 他 の 金 属 よ り も
毒 性 は 極 め て 少 な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ２ ） 更 に 五 酸 化 バ ナ ジ ウ ム の 水 溶 液 の 経 口 摂 取 の 場 合 は 、 粉 塵 で の 吸 入 や 静 脈 注 射 に 比
べ て そ の 毒 性 は 極 め て 低 く な る 。 そ の 原 因 は 不 明 で あ る が 、 バ ナ ジ ウ ム 水 溶 液 を 酸 性 に す
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る と 毒 性 が 著 し く 弱 め ら れ る と い う 事 実 が 知 ら れ て お り 、 強 酸 で あ る 胃 酸 が 大 き く 影 響 し
て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ３ ） し か し な が ら 、 金 属 は 必 須 金 属 で も す べ て そ れ ぞ れ 適 量 ゾ ー ン 以 下 の 不 足 に よ る 障
害 ゾ ー ン と 適 量 以 上 の 毒 性 ゾ ー ン を 持 つ が 、 バ ナ ジ ウ ム の こ の よ う な 特 性 か ら 適 量 ゾ ー ン
の 範 囲 が 他 の 金 属 に 比 べ て 非 常 に 広 い と 考 え ら れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 以 下 の 治 験 結 果 に よ っ て さ ら に 詳 細 に 説 明 さ れ る が 、 こ れ ら の 実 施 例 は 、 糖 尿
病 、 高 中 性 脂 肪 血 症 、 高 血 圧 及 び 痛 風 等 の 成 人 病 患 者 か ら 任 意 に 選 択 し た 延 べ ３ ０ 人 程 度
の 治 験 対 象 者 の 結 果 で あ り 、 治 験 途 中 に お け る 各 人 の 事 情 （ 転 勤 、 長 期 出 張 、 別 の 疾 患 で
入 院 等 ） に よ り 一 応 の 治 験 結 果 が 得 ら れ た ２ ２ 名 の デ ー タ に 基 づ く も の で あ り 、 本 発 明 の
範 囲 を 何 ら 制 限 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ １ ） 治 験 に 用 い た バ ナ ジ ウ ム 水 と 飲 用 方 法
　 治 験 に 用 い た バ ナ ジ ウ ム 水 は 、 株 式 会 社 ソ ー ケ ン に よ り 製 造 さ れ 、 一 般 に 「 明 光 水 （ バ
ナ ジ ウ ム 濃 度 １ ３ ０ ～ １ ６ ０ μ ｇ ／ Ｌ ） と し て 市 販 さ れ て い る ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー で 、 ２
Ｌ ボ ト ル １ 本 を ２ ～ ３ 日 で 飲 用 す る こ と を 目 安 と し た （ １ 日 最 低 摂 取 量 ８ ０ μ ｇ 以 上 を 確
保 ） 。 飲 用 方 法 は 各 自 適 宜 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ２ ） 治 験 対 象 者
　 糖 尿 病 、 高 脂 血 症 、 高 血 圧 、 痛 風 等 の 成 人 病 を １ つ 以 上 発 症 し て い て 、 こ れ ま で バ ナ ジ
ウ ム イ オ ン 水 を 飲 用 し て い な い ４ ０ 才 以 上 の 者 約 ３ ０ 人 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ３ ） 測 定 項 目 と 測 定 時 期
　 身 長 、 体 重 、 血 圧 、 代 謝 系 を 中 心 と し た 一 般 検 査 項 目 に つ い て 、 治 験 水 飲 用 直 前 （ １ 回
目 ） 、 飲 用 開 始 後 ４ ０ ～ ５ ０ 日 後 （ ２ 回 目 ） 、 飲 用 開 始 後 ９ ０ ～ １ ０ ０ 日 後 （ ３ 回 目 ） 、
飲 用 開 始 後 １ ３ ５ ～ １ ４ ０ 日 後 （ ４ 回 目 ） 、 及 び 各 人 の 状 況 に 応 じ て １ ８ ０ ～ １ ９ ０ 日 後
（ ５ 回 目 ） に 測 定 し た 。 な お 、 測 定 時 刻 は 午 前 １ ０ 時 ３ ０ 分 ～ １ ２ 時 、 及 び 午 後 １ 時 ～ ２
時 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ４ ） 医 療 機 関
　 ス ト レ ス ケ ア 日 比 谷 ク リ ニ ッ ク （ 医 療 法 人 社 団 緑 和 会 ）
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ６ ） 治 験 結 果
（ Ａ ） 血 圧 降 下
　 高 血 圧 、 又 は 標 準 血 圧 に か か わ ら ず 、 収 縮 期 血 圧 で ２ ２ 名 中 ２ １ 名 に つ い て 、 拡 張 期 血
圧 で ２ ２ 名 全 員 に つ い て 以 下 の 表 １ に 示 し た と お り の 血 圧 降 下 が 見 ら れ た 。 図 ２ は 、 こ れ
ら ２ ２ 人 の 測 定 結 果 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ Ｂ ） 中 性 脂 肪 低 下
　 以 下 の 表 ２ に 示 す よ う に 、 ３ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｄ Ｌ 以 上 の 高 中 性 脂 肪 血 症 の 被 験 者 １ ０ 名 は 全
員 大 幅 に 改 善 し た 。 １ ５ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｄ Ｌ の 高 中 性 脂 肪 血 症 の 被 験 者 ７ 名 の 群 で は ３
名 が 改 善 し た 。 図 ３ は こ れ ら １ ７ 人 の 中 性 脂 肪 降 下 状 況 を 示 す 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-232679 A 2006.9.7



【 ０ ０ ４ ０ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
［ 注 １ ］ 中 性 脂 肪 値 は 、 測 定 直 前 の 飲 食 に 大 き く 影 響 さ れ る の で 、 最 終 的 に 改 善 さ れ て い
る 場 合 は 、 平 均 降 下 値 、 平 均 降 下 率 、 最 大 降 下 値 の 算 定 に 、 経 過 の な か で 最 も 低 い 値 を 採
用 し た 。
［ 注 ２ ］ 最 終 的 に 改 善 さ れ て い な い 場 合 は 、 最 終 値 を 採 用 し て い る 。
［ 注 ３ ］ 非 改 善 者 ４ 名 の う ち ３ 名 は 、 途 中 ま で 平 均 し て ２ ２ ％ ほ ど の 改 善 を 見 せ て い た の
で 、 暑 さ が 和 ら い だ 秋 口 に な っ て 治 験 水 の 飲 用 が 不 十 分 に な っ た た め 最 終 的 に 悪 化 し た と
考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ Ｃ ） 血 糖 降 下 （ Ｈ ｂ Ａ １ Ｃ で 測 定 ）
　 表 ３ に 示 し た よ う に 、 Ｈ ｂ Ａ １ Ｃ が ６ ． ５ ％ 以 上 の 糖 尿 病 症 状 を 持 っ て い る 被 験 者 １ １
名 の う ち 、 中 性 脂 肪 値 が ２ ５ ％ 以 上 降 下 し て い る 群 の ７ 名 で は ６ 名 が 平 均 ８ ． ６ ％ 低 下 し
た 。 中 性 脂 肪 値 が 降 下 し な か っ た 群 の ４ 名 で は ２ 名 が 平 均 ６ ． ８ ％ 降 下 し た 。 図 ４ は 、 こ
れ ら の 結 果 を グ ラ フ に 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ４ 】
［ 注 １ ］ 直 前 の 飲 食 及 び 投 薬 に よ っ て 血 糖 値 は 大 き く 変 動 す る た め 、 整 合 性 が 取 り に く い
の で Ｈ ｂ Ａ １ Ｃ だ け で 治 験 結 果 を 集 約 し た 。 緩 や か に 変 化 す る Ｈ ｂ Ａ １ Ｃ で の 検 証 の た め
、 ４ ～ ６ ヶ 月 の 治 験 期 間 で は 変 化 率 が 小 さ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ Ｄ ） Ｈ Ｄ Ｌ － Ｃ 上 昇 の 状 況
　 一 般 に 善 玉 コ レ ス テ ロ ー ル と い わ れ る Ｈ Ｄ Ｌ － Ｃ は 、 中 性 脂 肪 と 逆 相 関 の 関 係 に あ る の
で 、 中 性 脂 肪 が 降 下 し た １ ３ 名 の Ｈ Ｄ Ｌ － Ｃ の 変 化 を 検 証 す る と 、 以 下 の 表 ４ に 示 し た と
お り Ｈ Ｄ Ｌ － Ｃ は 平 均 で ４ ． ４ ｍ ｇ ／ ｄ Ｌ 、 率 に し て １ １ ． ６ ％ 上 昇 し て い る こ と が 分 か
っ た 。 こ の 面 か ら も 高 脂 血 症 を 改 善 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 高 血 圧 改 善 剤 、 高 中 性 脂 肪 血 症 改 善 剤 及 び 血 糖 降 下 剤 は 、 医 薬 及 び 健 康 飲 料 水
と し て 有 用 で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の １ つ の 側 面 に お け る 糖 尿 病 の 治 療 方 法 は 、 セ ル フ メ
デ ィ ケ ー シ ョ ン と し て 位 置 づ け ら れ る も の で あ り 、 健 康 医 療 産 業 分 野 に お い て 利 用 可 能 で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ ． ａ 】 本 発 明 の 改 善 剤 の 一 連 の 作 用 機 序 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ． ｂ 】 本 発 明 の 改 善 剤 の 一 連 の 作 用 機 序 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ 】 ２ ２ 名 の 血 圧 降 下 の 状 況 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 １ ８ 名 の 中 性 脂 肪 の 降 下 状 況 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｈ ｂ Ａ １ Ｃ が ６ ． ５ ％ 以 上 の 糖 尿 病 患 者 の 状 況 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
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【 図 １ ． ａ 】 【 図 １ ． ｂ 】

【 図 ２ 】 【 図 ３ 】

(10) JP 2006-232679 A 2006.9.7



【 図 ４ 】
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